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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

麓

'慎

近
世
後
期
に
お
け
る
北
海
道
史
研
究
に
お
い
て
、
寸
蝦
夷
地
L

へ
の
和
人
の
流
入
は
地
域
の
構
造
変
化
を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
研
究
分
野
で
あ
る
。
従
来
こ
の
和
人
の
「
蝦
夷
地
」
へ
の
流
入
は
、
幕
末
に
お
け
る
「
和
人
地
」
と
寸
蝦
夷
地
」
と
い
う
近
世
の
「
蝦

1-

夷
地
」
支
配
体
制
の
崩
壊
を
促
進
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
寸
蝦
夷
地
」
へ
の
和
人
の
流
入
そ
れ
自
体
を
検

討
課
題
と
し
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
の
『
岩
野
家
文
書
』
を
利
用
し
て
歌
棄
へ
の
移
住
状

況
を
海
保
嶺
夫
と
小
林
真
人
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
も
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
安
政
二
年
ま
で
の
時
期
し
か
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
近
世
に
お
け
る
「
蝦
夷
地
」
支
配
体
制
崩
壊
の
問
題
か
ら
言
え
ば
、
「
蝦
夷
地
」
と
「
和
人
地
」
の
境
界
が
崩
壊
す
る

安
政
四
年
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
一
つ
の
問
題
点
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
検
討
課
題
を
確
認
す
る
。
検
討
課
題
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
検
討
さ
れ
て
き
た
歌
棄
場
所
を
含
め
た
八
つ
の

場
所
(
奥
尻
・
久
遠
・
太
櫓
・
瀬
棚
・
歌
棄
・
磯
谷
・
岩
内
・
古
宇
)
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
棄
場
所
の
分
析
を
相
対
化
し
、

蝦
夷
地
西
海
岸
の
和
人
の
流
入
状
況
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
「
蝦
夷
地
」
支
配
体
制
崩
壊
の
画
期
で
あ
る
安
政
四
年
を
含
め



近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

て
慶
応
二
年
ま
で
の
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
蝦
夷
地
支
配
体
制
の
崩
壊
と
和
人
の
「
蝦
夷
地
」

遠
別
守
都
外
七
ケ
場
所

へ
の
流
入
の
関
係
を
明
確
に
す
る
。

分
析
を
進
め
る
前
に
本
稿
が
利
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
丑
年

帳
』
(
以
下
『
人
別
帳
』
と
略
記
す
る
)
は
、
奥
尻
・
久
遠
・
太
櫓
・
瀬
棚
・
歌
棄
・
磯
谷
・
岩
内
・
古
宇
の
八
箇
所
の
地
域
(
各
地
域
に

永
住
井
越
年
人
別

つ
い
て
は
図
一
を
参
照
)
の
永
住
と
越
年
の
人
別
を
慶
応
二
(
一
八
六
六
)
年
に
調
査
し
た
『
人
別
帳
』
で
あ
る
。
『
人
別
帳
』
に
は
、
次

の
六
つ
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
①
移
住
地
(
た
と
え
ば
、
歌
棄
場
所
の
ど
の
地
域
に
居
住
し
て
た
か
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
)
。
②
永

図 1

所
¥
場内岩

所
場蜘

歌棄場所

箱館六ケ場所

大櫓場所

乙部
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住
人
で
あ
る
か
出
稼
人
で
あ
る
か
の
区
別
。
③
移
住
の
時
期
。
④
宗
教
。
⑤
出
身
地
。
⑥
家
族
全
員
の
名
前
と
年
齢
。

記
載
は
、
詳
細
で
あ
り
慶
応
二
年
時
点
に
お
け
る
各
地
域
の
和
人
流
入
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

幕
末
に
お
け
る
出
稼
人
と
永
住
人
の
関
係
に
つ
い
て

最
初
に
『
人
別
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
八
箇
所
の
地
域
全
体
の
出
稼
人
と
永
住
人
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
人
別
帳
』

に
は
、
安
政
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
出
稼
人
と
永
住
人
の
軒
数
と
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
①
で
あ
る
。

表
①
中
の
合
計
に
よ
る
と
、
安
政
三
年
の
時
点
で
は
、
八
箇
場
所
全
体
と
し
て
七
五
二
軒
・
一
ニ
、
六
一
五
人
の
流
入
が
確
認
で
き
る
。
慶
応

二
年
で
は
、
出
稼
と
永
住
の
合
計
は
軒
数
九
三
三
軒
・
四
、
四

O
七
人
で
あ
る
。
安
政
三
年
と
慶
応
二
年
を
比
較
す
る
と
、
八
箇
場
所
全
体

で
軒
数
で
は
一
八
一
軒
、
人
数
で
は
七
九
二
人
が
増
加
し
て
い
る
。
安
政
三
年
か
ら
慶
応
二
年
間
の
増
加
傾
向
で
は
、
前
年
比
の
項
を
見

一
方
、
出
稼
と
永
住
の
関
係
で
は
、
安
政
五
年
の

3-

る
と
、
文
久
二
年
と
元
治
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三

O
O人
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

時
点
で
出
稼
人
が
減
少
し
、
永
住
人
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
安
政
四
年
と
安
政
五
年
と
比
較
す
る
と
、
合
計
で
は
そ
れ
ぞ
れ
七
五
五

軒
(
三
、
六
七
二
人
)
と
七
一
八
軒
(
三
、
五
二
一
人
)
で
あ
り
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
安
政
四
年
の
出
稼
と
永
住
軒
数
は
、
七
五
一
軒

(
三
、
六
五
三
人
)
と
四
軒
ご
九
人
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
安
政
五
年
に
は
三
八
五
軒
(
二
、
九
四
八
人
)
と
一
二
三
三
軒
(
一
、
四
七
三

人
)
で
あ
る
。
安
政
五
年
の
時
点
で
出
稼
人
が
永
住
人
扱
い
に
転
換
し
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
よ
う
な
全
体
的
な
傾
向
を
理
解
し
た
上
で

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

合計

合計 出稼 永住 合計 前年比

安政 3年 749軒 3軒 752軒

3，600 15 3，615 

安政 4年 751軒 4軒 755軒 3 

3，653 19 3，672 57 

安政 5年 385軒 333軒 718軒 37 

2，048 1，473 3，521 -151 

安政 6年 388軒 335軒 723軒 5 

2，238 1，480 3，718 197 

万延 1年 438軒 300軒 738軒 15 

2，308 1，457 3，765 47 

文久 1年 469軒 285軒 754軒 16 

2，244 1，448 3，692 -73 

文久 2年 531軒 287軒 818軒 64 

2，598 1，437 4，035 343 

文久 3年 533軒 288軒 821軒 3 

2，739 1，444 4，183 148 

元治 1年 594軒 277軒 871軒 50 

3，016 1，481 4，497 314 

慶応 1年 243軒 634軒 877軒 6 

1，003 3，300 4，303 -194 

慶応 2年 300軒 633軒 933軒 56 

1，115 3，292 4，407 104 

一 一一

表①

表①~⑨の内、上段の数字は軒数である。下段の数字は人数である。
下段の人数の内、カッコ内の前者は男性であり、後者は女性である。
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第
一
に
、
奥
尻
場
所
の
状
況
で
あ
る
。
奥
尻
島
の
出
稼
人
と
永
住
人
の
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
表
②
で
あ
る
。
表
②
に
よ
れ
ば
、
ま
ず

最
初
に
判
明
す
る
の
は
、
奥
尻
場
所
へ
の
流
入
は
、
出
稼
人
扱
い
の
者
が
い
な
い
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
奥
尻
島
場
所
へ
の
人
口
の
流
入

は
、
常
に
永
住
と
い
う
資
格
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
上
で
、
安
政
三
年
か
ら
徐
々
に
人
口
流
入
が
増
加
し
、
元
治
元
年
の

一
三
軒
(
五
三
人
)
が
最
高
で
あ
る
。

奥尻場所

出稼 永住 合計

安政3年 0軒 3軒 3軒。 15( 9・6) 15( 9・6)

安政4年 0軒 4軒 4軒。 19 (11・8) 19(11・8)

安政5年 0軒 4軒 4軒。 20(11・9) 20(11・9)
安政6年 0軒 6軒 6軒。 26(14・12) 26(14・12)
高延1年 0軒 6軒 6軒。 28(15・13) 28(15・13)
文久1年 0軒 7軒 7軒。 32(17・15) 32(17・15)
文久2年 0軒 10軒 10軒。 41(22・19) 41(22・19)

文久3年 0軒 11軒 11軒。 44(24・20) 44(24・20)

元治1年 0軒 13軒 13軒。 53(30・23) 53(30・23)
慶応1年 0軒 11軒 11軒。 46(25・21) 46(25・21)
慶応2年 0軒 11軒 11軒。 46(25・21) 46(25・21)

表②

北
大
文
学
部
紀
要
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

第
二
に
、
久
遠
場
所
の
状
況
を
検
討
す
る
。
表
③
に
よ
れ
ば
久
遠
場
所
除
、
奥
尻
場
所
と
全
く
対
照
的
な
状
況
を
示
し
て
い
る
。
久
遠

場
所
で
は
、
慶
応
一
年
の
一
軒
(
三
人
)
を
例
外
と
す
る
と
、
総
て
の
人
が
出
稼
人
の
資
格
で
流
入
し
て
い
る
。
久
遠
場
所
の
出
稼
人
は
、

ま
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
文
久
二
年
に

安
政
三
年
の
二
七
軒
(
一
三
四
人
)

か
ら
慶
応
二
年
の
四
九
軒
合
ご
一
二
人
)

久遠場所

出稼 永住 合計

安政3年 27軒 0軒 27軒

134 ( 72・62) O 134( 72・62)

安政4年 31軒 。軒 31軒

149( 81・68) 。 149( 81・68)

安政5年 31軒 。軒 31軒

150( 81・69) 。 150( 81・69)

安政6年 33軒 0軒 33軒

168( 91・77) 。 168( 91・77)1

高延1年 31軒 。軒 31軒

163( 89・74) 。 163( 89・74)

文久1年 32軒 。軒 32軒

167( 91・76) 。 167( 91・76)

文久2年 45軒 0軒 45軒

202 (115・87) 。 202 (115・87)

文久3年 45軒 0軒 45軒

206 (115・91) 。 206 (115・91)

元治1年 47軒 。軒 47軒

213(118・95) 。 213(118・95)

慶応1年 49軒 1軒 50軒

234(129・105) 3人(2・1) 237(131・106)

慶応2年 49軒 0軒 49軒

231(127・104) 。 231(127・104)

表③
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は
前
年
比
で
一
三
軒
(
三
五
人
)

第
三
の
太
櫓
場
所
(
表
④
)

の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
久
遠
場
所
の
出
稼
人
の
増
加
の
画
期
と
な
っ
て
い
る
。

で
も
、
永
住
人
扱
い
の
流
入
は
無
く
、
総
て
出
稼
人
と
し
て
の
流
入
で
あ
る
。
ま
た
、
太
櫓
場
所
で
は
、

安
政
四
年
の
五
三
軒
(
二
四
七
人
)
を
頂
点
に
徐
々
に
出
稼
軒
数
が
減
少
し
、
慶
応
二
年
に
は
、

四
一
軒
(
一
九
三
人
)
と
な
っ
て
い
る
。

太櫓場所

出稼 永住 メ口』 三日t

安政3年 47軒 0軒 47軒

214 (116・98) 。 214 (116・98)

安政4年 53軒 。軒 53軒

247(133・114) 。 247(133・114)

安政5年 48車干 。軒 48軒

223(122・101) 。 223(122・101)

安政6年 48軒 。軒 48軒

222(122・100) 。 222(122・100)

高延1年 46軒 0軒 46軒

205 (114・91) 。 205(114・91)

文久1年 46軒 。軒 46軒

197 (113・84) 。 197 (113・84)

文久2年 45軒 。軒 45軒

213(123・90) 。 213(123・90)

文久3年 44軒 0軒 44軒

209(124・85) 。 209(124・85)

元治1年 43軒 0軒 43軒

209(121・88) 。 209(121・88)

慶応1年 41軒 。軒 41軒

194(115・79) 。 194 (115・79)

慶応2年 41軒 0軒 41軒

193 (114・79) 。 193 (114・79)

表④

北
大
文
学
部
紀
要
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

第
四
の
瀬
棚
場
所
(
表
⑤
)

で
も
、
永
住
人
扱
い
の
流
入
は
無
く
、
出
稼
人
と
し
て
の
流
入
で
あ
る
。
ま
た
、
安
政
五
年
と
安
政
六
年

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
慶
応
二
年
に
は
六

O
軒
(
二
四
三
人
)

で
あ
る
。
安
政
三
年
の
数

値
と
比
較
す
る
と
、
二
四
軒
(
八
九
人
)

の
増
加
で
あ
る
。

瀬棚場所

出稼 永住 合計

安政3年 36軒 0軒 36軒

154( 84・70) 。 154( 84・70)

安政4年 48軒 O軒 48軒

230(127・103) 。 230(127・103)

安政5年 41軒 O軒 41軒

187(107・81) 。 187(107・81)

安政6年 40軒 O軒 40軒

175(105・71) 。 175(105・71)

高延1年 43軒 0軒 43軒

182(105・75) 。 182(105・75)

文久l年 46軒 0軒 46軒

202 (118・84) 。 202(118・84)

文久2年 50軒 0軒 50軒

242(141・101) 。 242(141・101)

文久3年 56軒 O軒 56軒

255(149・107) 。 255(149・107)

元治1年 57軒 0軒 57軒

261(154・107) 。 261 (154・107)

慶応1年 60軒 0軒 60軒

245(142・103) 。 245(142・103)

慶応2年 60軒 O軒 60軒

243(141・102) 。 243(141・102)

表⑤
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第
五
の
歌
棄
場
所
(
表
⑥
)

で
は
、
安
政
二
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
歌
棄
場
所
で
は
、
安
政
五
年
に
永
住

人
扱
い
が
六
八
軒
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
安
政
五
年
に
新
た
な
人
口
流
入
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
出

稼
人
が
、
永
住
人
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
要
因
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
永
住
人
は
、
安
政
五
年
の
六
八
軒
(
三

O
六
人
)
以
後
、

と
ほ
ぽ
増
減
な
く
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
稼
人
と
永
住
人
の
関
係
で
付
言
す
れ
ば
、
慶
応
一

年
に
、
こ
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
元
治
一
年
に
は
、
出
稼
人
が
七
一
軒
(
三
七
三
人
)
に
対
し
て
永
住
人
が
六
八
軒
(
一
一
二

四
人
)
と
括
抗
し
て
い
た
が
、
慶
応
一
年
に
は
、
出
稼
人
が
一
四
軒
(
六
五
人
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
永
住
人
が
二
三
一
軒
(
七

O
九

人
)
で
あ
る
。
永
住
人
の
割
合
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歌
棄
場
所
で
は
、
出
稼
か
ら
永
住
へ
の
切
り

元
治
元
年
ま
で
六
八
軒
さ
二
四
人
)

と
い
う
点
で
安
政
五
年
と
慶
応
一
年
に
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
安
政
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で

に
三
四
軒
(
三

O
九
人
)
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

第
六
の
磯
谷
場
所
(
表
⑦
)
で
も
、
歌
棄
場
所
同
様
、
安
政
五
年
に
な
っ
て
初
め
て
永
住
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
安
政
四
年

(
一
一
四
軒
・
七
二
二
人
)
と
安
政
五
年
(
一
一
七
軒
・
六
九
二
人
)
の
合
計
軒
数
が
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
の
で
、
出
稼
人
が
永
住
人
資

格
を
取
得
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
安
政
五
年
に
永
住
人
が
七
八
軒
(
四
八
六
人
)
で
あ
り
、
こ
の
軒
数
は
元
治
元
年
ま
で
継
続
す

に
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
永
住
人
は
前
年
の
七

替
え
、

る
。
慶
応
一
年
に
出
稼
人
が
前
年
の
八
五
軒
(
四
七
六
人
)

か
ら
ニ
六
軒
(
九
五
人
)

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
磯
谷
場
所
も
歌
棄
場
所
同
様
、
出
稼
か
ら
永
住
へ
の
切

り
替
え
と
い
う
点
で
安
政
五
年
と
慶
応
一
年
に
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
と
し
て
は
、
安
政
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
に
四

八
軒
(
五
一
一
人
)

か
ら
一
四

O
軒
(
八
九
四
人
)

九
軒
(
二
六
四
人
)

の
増
加
で
あ
る
。

第
七
の
岩
内
場
所
(
表
⑧
)
も
歌
棄
場
所
と
磯
谷
場
所
同
様
、
安
政
五
年
に
永
住
人
資
格
を
取
得
し
、
慶
応
一
年
に
、
出
稼
人
扱
い
が

北
大
文
学
部
紀
要

-9 



表⑥ 歌棄場所

出稼 永住 合計

安政 3年 112軒 0軒 112軒

465(264・201) 。 465(264・201)

安政 4年 138軒 0軒 138軒

579(313・266) 。 579 (3l3・266)

安政 5年 79軒 68軒 147軒

336(183・153) 306(176・130) 642(359・283)

安政 6年 64軒 68軒 132軒

333(218・115) 310(178・132) 643(396・247)

万延 1年 65軒 68軒 133軒

262(145・117) 308(177・131) 570(322・248)

文久 1年 60軒 68軒 128軒

223 (119・104) 313(179・134) 536(298・238)

文久 2年 56軒 68軒 124軒

267(145・122) 297(169・128) 564(314・250)

文久 3年 60軒 68軒 128軒

311 (187・124) 306(171・135) 617(358・259)

元治 1年 71軒 68軒 139軒

373(208・165) 314(174・140) 687(382・305)

慶応 1年 14軒 132軒 146軒

65( 45・20) 709(395・314) 774(440・334)

慶応 2年 14軒 132軒 146軒

65( 45・20) 709(395・314) 774(440・334)

-10-
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表⑦ 磯主主場所

北
大
文
学
部
紀
要

出稼 永住 合計

安政 3年 117軒 0軒 117軒

680(426・254) 。 680(426・254)

安政 4年 114軒 0軒 114軒

722(431・291) 。 722(431・291)

安政 5年 39軒 78軒 117軒

206 (114・92) 486(269・217) 692(383・309)

安政 6年 34軒 78軒 112軒

106( 45・57) 483(268・215) 589(313・272)

万延 1年 41軒 78軒 119軒

204 (115・89) 489(272・217) 693(387・306)

文久 1年 54軒 78軒 132軒

312(161・151) 498(275・223) 810(436・374)

文久 2年 71軒 78軒 149軒

394(217・175) 479(222・217) 873(439・392)

文久 3年 80軒 78軒 158軒

447(229・218) 489(229・220) 936(458・438)

元治 1年 85軒 78軒 163軒

476(262・214) 511(291・220) 987(553・434)

慶応 1年 26軒 140軒 166軒

95( 43・52) 849(477・372) 944(520・424)

慶応 2年 26軒 140軒 166軒

95( 43・52) 849(477・372) 944(520・424)

11-



近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

大
幅
に
減
少
し
永
住
人
が
急
増
す
る
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
合
計
軒
数
は
、
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
安
政
三
年
と
慶
応

岩内場所

出稼 永住 合計

安政3年 294軒 0軒 294軒

1，452(824・628) 。 1，452(824・628)

安政4年 261軒 0軒 261軒

1，235(651・584) 。 1，235(651・584)

安政5年 122軒 111軒 233軒

750(394・316) 358(192・166) 1，108(586・482)

安政6年 141軒 111軒 252軒

1，004(568・436) 358(192・166) 1，362(760・602)

万延I年 182軒 76軒 258軒

1，073(620・453) 313(156・157) 1，386(776・610)

文久1年 154軒 69軒 223軒

823(448・375) 293(152・141) 1，116(600・516)

文久2年 180軒 68軒 248軒

962(524・439) 295(151・144) 1，257(675・583)

文久3年 174軒 70軒 244軒

966(540・426) 284(151・133) 1，250(691・559)

元治1年 196軒 66軒 262軒

1，101(619・482) 275(146・129) 1，376(765・611)

慶応1年 22軒 240軒 262軒

83( 45・38) 1，117 (571・546) 1，200(616・584)

慶応2年 56軒 240軒 296軒

164( 92・72) 1，112(568・544) 1，276(660・616)

-12 
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二
年
を
比
較
す
る
と
軒
数
は
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
が
、
人
数
で
は
一
七
六
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
男
性
の
減
少
に
起
因
し
て

い
る
。
ま
た
、
他
の
場
所
と
比
較
し
て
、
出
稼
人
と
永
住
人
の
合
計
は
最
多
で
あ
る
。
安
政
三
年
か
ら
二

O
O軒
の
後
半
を
維
持
し
つ
づ

け
て
い
る
。

で
あ
る
。
古
宇
場
所
で
も
安
政
五
年
に
永
住
人
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
ま
た
慶
応
一
年
に
は
出
稼
扱

い
か
ら
永
住
扱
い
に
切
り
替
え
た
人
が
多
い
。
安
政
三
年
と
慶
応
二
年
を
比
較
す
る
と
、
四
八
軒
(
五

O
一
人
)
の
増
加
で
あ
る
。
と
り

わ
げ
、
文
久
元
年
に
四

O
軒
近
く
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
出
稼
が
四
七
軒
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

以
上
、
『
人
別
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
安
政
三
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
各
場
所
の
出
稼
と
永
住
の
状
況
を
検
討
し
た
。
次
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
奥
尻
場
所
で
は
、
他
の
場
所
と
異
な
り
永
住
人
資
格
で
和
人
が
流
入
し
て
い
る
。
第
二
に
、
奥
尻

第
八
に
、
古
宇
場
所
(
表
⑨
)

場
所
と
異
な
り
久
遠
場
所
・
太
櫓
場
所
・
瀬
棚
場
所
で
は
出
稼
資
格
で
和
人
が
流
入
し
て
い
る
。
第
三
に
、
歌
棄
場
所
・
磯
谷
場
所
・
岩

内
場
所
で
は
安
政
五
年
に
永
住
資
格
を
取
得
し
、
慶
応
一
年
に
再
び
永
住
資
格
を
取
得
し
た
人
が
増
加
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
永
住

13 

と
出
稼
の
点
か
ら
捉
え
る
と
以
上
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

各
場
所
の
地
域
別
流
入
状
況

次
に
、
各
地
域
の
出
稼
と
永
住
の
出
身
地
域
と
そ
の
時
期
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
す
る
。

表

[
1
]
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
表

[
l
〕
は
、
『
人
別
帳
』
に
ω

記
載
さ
れ
て
い
る
地
域
全
体
の
出
稼
人
と
永
住
人
の
出
身
地
域
と
そ

の
時
期
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
数
値
は
、
出
稼
人
と
永
住
人
の
合
計
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
は
、
出
稼
人
の
数
で
あ
る

(
永
住
人
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

古宇場所

出稼 永住 合計

安政3年 116軒 0軒 116軒

501(279・222) 。 501(279・222)

安政4年 106軒 0軒 106軒

491(279・212) 。 491(279・212)

安政5年 25軒 72軒 97軒

196(130・66) 303(161・142) 499(291・208)

安政6年 28軒 72軒 100軒

230(139・91) 303(161・142) 533(300・233)

万延1年 30軒 72軒 102軒

219(129・90) 319(173・146) 538(302・236)

文久1年 77軒 63軒 140軒

320(182・138) 312(165・147) 632(347・285)

文久2年 84軒 63軒 147軒

318(180・138) 325(174・151) 643(354・289)

文久3年 74軒 61軒 135軒

345(187・158) 321(170・151) 666(357・309)

元治1年 95軒 52軒 147軒

383(336・47) 328(167・161) 711(503・208)

慶応1年 31軒 110軒 141軒

87( 52・35) 576(299・277) 663(351・312)

慶応2年 54軒 110軒 164軒

124( 79・45) 576(298・278) 700(377・323)

表⑨記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
か
ら
カ
ツ
コ
内
の
数
値
を
引
い
た
数
で
あ
る
)
。

出
身
地
域
別
で
検
討
す
る
と
、
不
明
を
除
い
て
七

O
弱
の
地
域
か
ら
出
稼
・
永
住
が
流
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
箱
館
・
松
前
・
江
差
の

三
港
と
「
蝦
夷
地
」
と
寸
和
人
地
」

の
境
界
で
あ
る
熊
石
や
近
隣
の
泊
川
が
出
稼
人
・
永
住
人
の
大
き
な
流
出
地
域
で
あ
る
。

一
方
、
年

14 



表Z

北
大
文
学
部
紀
要

落部 森 鷲木 臼尻 川汲尻岸内湯川 小安石崎 註滝祝箱館大野志苔担囲内上山 峠下中野謂有川 戸切 吉田 富川

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 1809年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政I年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

士政5年 1822年

士政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

士政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年 1 

天保1年 183日年 11 

天保2年 1831年 1 4 

天保3年 1832年 1 

天保4年 1833年

天保5年 1834年 1 l 

天保6年 1835年

天保7年 1836年 6 l 2 1 2 

天保8年 1837年 2(1) 1 

天保9年 1838年 1(1) 2(1) 1(1) 1(1) 

天保l日年 1839年 1 

天保11年 1840年 11 

天保12年 1841年 3(1) 11 

天保13年 1842年 1 

天保14年 1843年 l 

弘化l年 1844年 l 

弘化2年 1845年 2(1) 10) 

弘化3年 1846年 114(1) 2 2 1(1) 

弘化4年 1847年 1 1 1 1 

嘉永1年 1848年 3 

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年 l 1 

嘉永4年 1851年 1 1 

嘉永5年 1852年 1 

嘉永6年 1853年 2 

安政1年 1854年 1 2(1) 

安政2年 1855年 2110) 

安政3年 1856年 1 1(1) 

安政4年 1857年 I 

安政5年 1858年 1(1) 

安政6年 1859年 l 

万延1年 1860年 2 

文久1年 1861年

文久2年 1862年 l 

文久3年 1863年 10) 1(1) 

五治l年 1864年 1 

慶応l年 1865年 10) 

慶応2年 1866年

合計 21 15(2) 11 11 311) 2(1) 2140(7) 2(1) 111(1) 21 lno但) 111(1) 4(1) 
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

泊リ 田沢 世本戸 厚沢部 土場 五輪担 乙部 三苔 蚊柱 相宿向 泊川 熊石 長万部 南部 津軽 庄内 仙台 新潟 羽州 越後 佐渡 加賀 秋田 能登 不明 合計

2 2 

1(1) j(j) 

1(1) 

1(1) 1 

2(2) 

j(j) 

1(1) 

j(j) 2(2) 

2(2) 

2 4([) 

1(1) 1(1) 1 6(3) 

3 1 5(2) 1 11(3) 

2 4 

1 [([) 1(1) 4(2) 

1 2(2) 1(2) 

[([) 6(4) 

2(2) [([) 2(2) [(1) 1 却(6)

3(1) 

1 l 1(1) 14(6) 

1(1) 2([) 8(3) 

l 1(1) 1(1) 1(2) 

2 11 j(j) 2(2) 112([) 時(10)

j(j) [([) 11(3) 

1 5(1) 

2(2) 5(4) 

[([) 5(4) 

2(2) 9(5) [([) 38(17) 

l [([) 1(1) 9(2) 

2(2) 3(3) 1 16(9) 

[([) 1 2(2) [([) 1(5) 

l [([) l 2(1) 13(3) 

111(1) 2(1) 13(2) 

1 1(2) 

2(2) 1(1) 112(2) 2(2) 11 四(9)

1 [([) [([) 1 2([) [([) 1 2101) 

1 l 2(2) [([) 2(1) 1(1) 14(1) 

1(1) [([) 11(4) 

[([) 1 [([) 1(3) 

2(1) 2(2) 1 11(1) 

1 [([) 2([) 1(1) 9(5) 

[([) 1(1) l 1 1(1) 11(5) 

[([) [([) 1 5(5) 12(10) 

1(1) 4(2) 1(1) 2(2) 1(1) [([) 18(13) 

[([) [([) 1(1) 2(2) [([) [([) 14(13) 

3(3) 3(3) [([) 1(1) 1(1) 3(3) j(j) 2(1) 21(17) 

1(1) 6(6) 1(1) 2(2) 3(3) [([) 1(1) 3(3) 甜(田)

1(1) 

4(1) 5(1) 出2)5(3) 11 13(8) 12(2) 6(3) 14(12) 4(33) 恒28)[([) 16(8) 9(1) 21[([) [([) 13(13) 2(2) [([) 1(1) 3(2) 4(4) 4(3) 
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表~(つづき)

北
大
文
学
部
紀
要

当別三ツ苔泉沢札苅木古内福島 宮歌 吉岡 荒谷 根森 大沢上及罰下E部松前 白神 茂草 清部 原口 石崎 木子上国 北村腕鍵

安永3年 1114年

寛政8年 1196年

文化6年 1809年 1(1) 

文化7年 18日年

文化8年 18日年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年 1 

文化12年 1815年

文化13年 1816年 2(2) 

文化14年 1811年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年 J(j) 

文政8年 1825年 1(1) 

文政9年 1826年 J(j) 

文政10年 1821年

文政11年 1828年 J(j) 

文政12年 1829年 1(1) 

天保1年 1830年 J(j) 

天保2年 1831年 1 J(j) 

天保3年 1832年 1 

天保4年 1833年 1 

天保5年 1834年 2 

天保6年 1835年 1(1) 4(2) 

天保7年 1836年 1 5 5 

天保8年 1831年

天保9年 1838年 11 1 1 111(1) 

天保10年 1839年 1 2 1(1) 

天保11年 1840年

天保12年 1841年 11 1(1) 2(2) j(j) 5(1) 

天保13年 1842年 l l 1(1) 2 

天保14年 1843年 l 2(1) 

弘化1年 1844年 J(j) 1(1) 

弘化2年 1845年

弘化3年 1846年 4(1) 2 2 113(3) 4(3) 

弘化4年 1841年 1 2 

嘉永l年 1848年 J(j) 1(1) 2(1) 3(1) 

嘉永2年 1849年 I J(j) 

嘉永3年 1850年 l 11 l 2(1) 

嘉永4年 1851年 1 j(j) 1 4 

嘉永5年 1852年 1(1) 3(1) 

嘉永6年 1853年 1 I 5(2) 

安政1年 1854年 l I 1(1) 6(5) 

安政2年 1855年 J(j) 2 

安政3年 1856年 1 1 11 1 2(1) 

安政4年 1851年 l 2(1) 

安政5年 1858年 5(3) 

安政6年 1859年 11J(j) J(j) 

万延1年 1860年 1 J(J) 2(1) 

文久1年 1861年 J(J) l J(j) J(j) 

文久2年 1862年 3(2) J(j) 3(2) 

文久3年 1863年 2(1) 4(4) 

z治l年 1864年 2(1) 1(1) 

慶応l年 1865年 J(j) 1(1) J(j) 2(2) 2(2) 

慶応2年 1866年 J(j) 

合計 118(3) 3(1) 3(3) 21 21 1(2) 11 12 2(1) 3(3) 担115)2(2) 1(1) 11 J(j) 1(1) 4(3) 3(3) 80(431 
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

代
別
で
は
、
安
永
三
(
一
七
七
四
)
年
の
熊
石
か
ら
の
永
住
が
最
初
で
あ
る
。
弘
化
三
(
一
八
四
六
)
年
の
三
八
人
が
最
も
多
い
年
で
あ
る
。

全
体
的
な
動
向
を
見
た
と
こ
ろ
で
各
地
域
の
出
稼
人
・
永
住
人
の
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

奥
尻
場
所
(
表
[

2

]

)

の
特
徴
は
、
第
一
に
、
安
永
三
年
と
い
う
極
め
て
早
い
時
期
に
永
住
人
が
熊
石
か
ら
入
っ
て
き
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
安
政
四
年
の
永
住
人
扱
が
許
可
さ
れ
る
以
前
か
ら
奥
尻
場
所
で
は
永
住
人
と
し
て
流
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
時
期
的
に

は
、
安
政
四
年
以
後
に
、
全
体
の
一
一
軒
中
八
軒
が
熊
石
か
ら
流
入
し
て
き
て
い
る
。

地
の
境
界
で
あ
る
熊
石
か
ら
六
軒
と
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、
地
域
的
な
編
成
と
し
は
、
蝦
夷
地
と
和
人

久
遠
場
所
(
表
[

3

]

)

で
は
、
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
以
後
、
徐
々
に
流
入
が
続
き
、
幕
末
に
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
地
域
的

奥尻場所

宮歌 松前 原口 熊石 津軽 秋田 合計

安永3年 1774年 2 2 

寛政8年 1796年

文化6年 1809年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年 1 1 

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年

天保1年 1830年

天保2年 1831年

天保3年 1832年

天保4年 1833年

天保5年 1834年

天保6年 1835年

天保7年 1836年

天保8年 1837年

天保9年 1838年

天保10年 1839年

天保11年 1840年

天保12年 1841年

天保13年 1842年

天保14年 1843年

弘化1年 1844年

弘化2年 1845年

弘化3年 1846年

弘化4年 1847年

嘉永1年 1848年

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年

嘉永4年 1851年

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年

安政1年 1854年

安政2年 1855年

安政3年 1856年

安政4年 1857年 1 1 

安政5年 1858年

安政6年 1859年 1 I 2 

万延 L年 1860年

文久l年 1861年 1 

文久2年 1862年 2 2 

文久3年 1863年

冗治1年 1864年 1 1 2 

慶応1年 1865年

慶応2年 1866年

合計 l 1 1 6 1 1 11 

表Z
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表Z 久遠場所
北
大
文
学
部
紀
要

箱館 有川 札苅 松前 茂草 木子 上国 腕江差 田沢 乙部 相招内 泊川 熊石 合計

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 1809年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政l年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

文政9年 1826年 1(1) 1(1) 

文政10年 1827年

文政11年 1828年 !(!) 1(1) 2(2) 

文政12年 1829年

天保1年 1830年 !(!) 1(1) 

天保2年 1831年 !(!) 1(1) 
天保3年 1832年

天保4年 1833年

天保5年 1834年

天保6年 1835年 10) 1(1) 

天保7年 1836年 1(1) 1(1) 

天保8年 1837年 !(!) !(!) 

天保9年 1838年 !(!) 1(1) 2(2) 

天保10年 1839年

天保11年 1840年

天保12年 1841年

天保13年 1842年

天保14年 1843年

弘化I年 1844年

弘化2年 1845年

弘化3年 1846年 2(2) 1(1) 1(1) 4(4) 

弘化4年 1847年

嘉永l年 1848年 !(!) !(!) !(!) 3(3) 

嘉永2年 1849年 !(!) !(!) 2(2) 

嘉永3年 1850年 1(1) !(!) 

嘉永4年 1851年 !(!) !(!) 

嘉永5年 1852年 !(!) 1(1) 2(2) 

嘉永6年 1853年

安政1年 1854年 1(1) !(!) 

安政2年 1855年

安政3年 1856年

安政4年 1857年 !(!) 1(1) 

安政5年 1858年 2(2) 2(2) 

安政6年 1859年 !(!) 1(1) 

万延1年 1860年 1(1) 1(1) 

文久1年 1861年 !(!) 1(1) 

文久2年 1862年 !(!) !(!) 2(2) 4(4) 
文久3年 1863年 !(!) 1(1) 

元治1年 1864年 !(!) 2(2) 3(3) 

慶応l年 1865年 !(!) 1(1) 1(1) 6(6) 1(1) 10(10) 

慶応2年 1866年

合計 !(!) 1(1) 3(3) 5(5) 1(1) 1(1) 2(2) 5(5) 1(1) 1(1) 3(3) 11(1) 13(3) 48(48) 
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

に
は
、
明
確
な
特
徴
が
あ
る
。
熊
石
・
泊
川
・
江
差
の
か
ら
の
流
入
が
多
く
、
箱
館
以
東
か
ら
の
流
入
は
見
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
、
熊

石
と
泊
川
か
ら
は
、
慶
応
一
年
の
時
点
で
一

O
軒
以
上
の
流
入
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
流
入
が
、
総
て
永
住
人
で
は
な
く
、
出
稼
人
の

資
格
で
あ
る
点
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

太
櫓
場
所
(
表
[

4

]

)

で
も
、
安
政
二
年
の
三
ツ
谷
の
一
軒
と
万
延
一
年
の
松
前
か
ら
の
出
稼
人
の
流
入
を
除
外
す
る
と
、
江
差
と
そ

の
周
辺
の
村
か
ら
の
流
入
で
あ
る
。
箱
館
や
そ
れ
以
東
か
ら
の
流
入
は
見
ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
江
差
(
九
軒
)
、
乙
部
(
六
軒
)
、

太櫓場所

三ツ苔 松前 北村 刺宜差 乙部 相苗内 泊JI! 熊石 合計

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 1809年 1(1) 

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年 1(1) 1(1) 

文政9年 1826年 1(1) 1(1) 

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年

天保l年 1830年 1(1) 1(1) 

天保2年 1831年 1(1) 1(1) 2(2) 

天保3年 1832年

天保4年 1833年 1(1) 1(1) 

天保5年 1834年 1(1) 1(1) 

天保6年 1835年 2(2) 1(1) 3(3) 

天保7年 1836年 1(1) 1(1) 

天保8年 1837年

天保9年 1838年 1(1) 1(1) 

天保10年 1839年 1(1) 1(1) 1(1) 3(3) 

天保11年 1840年 1(1) 1(1) 

天保12年 1841年 1(1) 1(1) 2(2) 4(4) 

天保13年 1842年 1(1) 1(1) 

天保14年 1843年

弘化1年 1844年 2(2) 2(2) 

弘化2年 1845年

弘化3年 1846年 1(1) 1(1) 

弘化4年 1847年

嘉永l年 1848年 1(1) 1(1) 2(2) 

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年 1(1) 1(1) 

嘉永4年 1851年

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年 1(1) 1(1) 2(2) 

安政1年 1854年 1(1) 1(1) 2(2) 

安政2年 1855年 1(1) 1(1) 2(2) 

安政3年 1856年 1(1) 1(1) 

安政4年 1857年

安政5年 1858年 1(1) 1(1) 

安政6年 1859年

万延1年 18印年 1(1) 1(1) 2(2) 

文久1年 1861年

文久2年 1862年

文久3年 1863年 1(1) 1(1) 2(2) 

元治1年 1864年

慶応1年 1865年

慶応2年 1866年

合計 1(1) 1(1) 3(3) 9(9) 6(6) 5(5) 7(7) 7(7) 39(39) 

表Z
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相
沼
内
(
五
軒
)
、
泊
川
(
七
軒
)
、
熊
石
(
七
軒
)

か
ら
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

で
あ
る
。
こ
の
数
値
に
よ
る
と
、
太
櫓
場
所
へ
の
出
稼
人
も
か
な
り
限
定
的
な
地
域

瀬
棚
場
所
(
表
[

5

]

)

で
も
、
江
差
と
そ
の
周
辺
か
ら
来
て
い
る
出
稼
人
が
多
い
こ
と
が
分
る
。
ま
た
、
江
差
こ
八
軒
)
・
泊
川
(
一

四
軒
)
の
地
域
か
ら
の
出
稼
人
が
多
い
の
は
、
太
櫓
場
所
(
表
[

4

]

)

と
同
様
で
あ
る
。

一
方
で
、
太
櫓
場
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
蚊

柱
村
や
相
沼
村
か
ら
の
流
入
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
奥
尻
場
所
(
表
[

2

]

)

・
久
遠
場
所
(
表
[

3

]

)

・
太
櫓
場
所
(
表
[

4

]

)

と
瀬
棚
場
所
(
表
[

5

]

)

が
異
な
る
の
は
、
南
部
(
二
軒
)
や
津
軽
こ
軒
)
な
ど
少
数
な
が
ら
本
州
か
ら
の
出
稼
人
が
い
る
こ
と
で
あ

ろ〉つ。歌
棄
場
所
(
表
[

6

]

)

の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
と
異
な
り
江
差
と
そ
の
周
辺
意
外
の
地
域
か
ら
の
流
入
が
極
め
て
多
い
こ
と
で

あ
る
。
江
差
か
ら
永
住
が
二
ハ
軒
、
出
稼
が
三
軒
と
多
い
も
の
の
、
太
櫓
場
所
や
瀬
棚
場
所
で
多
か
っ
た
泊
川
か
ら
の
永
住
は
一
軒
に
と

一
方
、
江
差
と
そ
の
周
辺
地
域
意
外
で
は
、
松
前
と
箱
館
周
辺
か
ら
の
流
入
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

落
部
(
永
住
二
軒
)
・
鷲
木
(
永
住
六
軒
)
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
箱
館
六
ケ
場
所
か
ら
の
流
入
が
見
ら
れ
る
点
も
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
ろ

ど
ま
っ
て
い
る
。
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ぅ
。
道
外
で
は
南
部
(
永
住
七
軒
)
・
津
軽
(
永
住
二
軒
)
に
加
え
て
、
庄
内
(
永
住
一
軒
)
や
新
潟
(
出
稼
一
軒
)
か
ら
の
流
入
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
は
天
保
七
ご
八
三
六
)
年
の
二
五
軒
や
弘
化
三
ご
八
四
六
)
年
の
一
五
軒
な
ど
、
か
な
り
限
ら
れ
た
時
期

に
多
く
の
流
入
が
あ
っ
た
。

磯
谷
場
所
(
表
[

7

]

)

の
特
徴
は
、
江
差
と
そ
の
周
辺
か
ら
の
流
入
が
多
い
こ
と
と
、
箱
館
か
ら
の
流
入
が
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特

に
、
江
差
か
ら
出
稼
が
七
軒
、
永
住
が
三
七
軒
で
あ
り
合
計
す
る
と
四
四
軒
と
な
り
他
の
地
域
を
圧
倒
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
次
い
で

熊
石
か
ら
の
流
入
も
多
い
。
三
港
の
内
、
松
前
か
ら
の
流
入
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
北
海
道
以
外
か
ら
の
流
入
と
し
て

北
大
文
学
部
紀
要



近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

は
南
部
か
ら
合
計
一

O
軒
が
流
入
し
て
い
る
。
時
期
的
に
は
、
天
保
一
年
後
に
流
入
が
始
っ
て
お
り
、
比
較
的
他
の
地
域
と
く
ら
べ
る
と

新
し
い
。
流
入
の
最
盛
期
は
、
天
保
後
期
か
ら
嘉
永
期
で
あ
る
。

岩
内
場
所
(
表
[

8

]

)

で
は
、
こ
れ
ま
で
流
入
の
中
心
で
あ
っ
た
江
差
や
そ
の
周
辺
か
ら
の
流
入
は
見
ら
れ
な
い

(
江
差
・
相
沼
内
の

合
わ
せ
て
二
軒
で
あ
る
)
。
松
前
と
そ
の
周
辺
の
上
及
部
と
下
及
部
か
ら
五
軒
の
出
稼
が
あ
る
。

一
方
、
幕
末
に
、
南
部
・
津
軽
・
仙
台

な
ど
の
本
州
地
域
か
ら
の
流
入
が
目
立
っ
て
い
る
。
時
期
的
に
は
、
天
保
二
一
(
一
八
四
一
)
年
の
上
及
部
と
松
前
が
最
初
で
あ
り
、
流

入
の
時
期
が
遅
い
点
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

古
宇
場
所
(
表
[

9

]

)

は
、
幕
末
に
お
け
る
本
州
地
域
か
ら
の
流
入
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
羽
州
か
ら
の
出
稼

箱
館
奉
行
の
寸
蝦
夷
地
L

へ
の
流
入
促
進
政
策
の
成
果
が
見
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
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ぎ
が
多
い
。
流
入
時
期
が
天
保
一
一
年
と
か
な
り
新
し
く
、
流
入
も
ほ
と
ん
ど
が
、
安
政
四
年
以
後
で
あ
る
。
古
宇
場
所
に
関
し
て
は
、

ま
と
め

従
来
の
研
究
で
は
、
安
政
四
年
に
お
け
る
寸
蝦
夷
地
」

館
奉
行
が
許
可
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
検
討
し
た
地
域
に
つ
い
て
言
え
ば
、
安
政
四
年
以
前
に
永
住

へ
の
永
住
許
可
政
策
は
、
蝦
夷
地
へ
の
こ
八
取
り
漁
民
の
流
入
に
お
さ
れ
て
箱

人
と
し
て
流
入
し
て
い
た
奥
尻
場
所
を
除
け
ば
、
安
政
五
年
に
前
年
度
比
二
二
九
軒
の
永
住
軒
数
増
加
(
表
①
の
安
政
五
年
の
永
住
軒
数

三
三
三
軒
か
ら
安
政
四
年
の
永
住
軒
数
回
軒
[
こ
れ
は
、
奥
尻
場
所
の
永
住
軒
数
で
あ
る
]
を
差
し
引
く
)
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
出

稼
人
が
永
住
人
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
に
そ
の
要
因
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
へ
の
流
入
そ
れ
自
体
が
増
加
し
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。
な



表Z 瀬棚場所
北
大
文
学
部
紀
要

箱館 大野 荒苔 松則 東部韮 枕木戸 乙部 ニ苔 蚊柱 相田内 泊川 熊石 南部 津軽 能畳 不明 合計

安永3年 1774年

寛政8年 1796年 1(1) 1(1) 

文化6年 18凹年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年 2(2) 2(2) 

文化14年 1817年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年 1(1) 1(1) 

文政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年 1(1) 1(1) 

天保1年 1830年 1(1) 1(1) 

天保2年 1831年

天保3年 1832年

天保4年 1833年 1(1) 1(1) 

天保5年 1834年 1(1) 1(1) 

天保6年 1835年

天保7年 1836年 2(2) 2(2) 4(4) 

天保8年 1831年

天保9年 1838年

天保10年 1839年

天保11年 1840年

天保12年 1841年 1(1) 1(1) 1(1) 3(3) 

天保13年 1842年 1(1) 1(1) 

天保14年 1843年 1(1) 1(1) 

弘化1年 1844年 1(1) 1(1) 

弘化2年 1845年 1(1) 1(1) 

弘化3年 1846年 1(1) 3(3) 4(4) 

弘化4年 1847年 1(1) 1(1) 2(2) 

嘉永l年 1848年 1(1) 1(1) 

嘉永2年 1849年 1(1) 1(1) 1(1) 3(3) 

嘉嘉永永 年年
1850年 1(1) 1(1) 

1851年

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年 1(1) 1(1) 2(2) 4(4) 

安政1年 1854年 4(4) 1(1) 1(1) 1(1) 1(7) 

安政2年 1855年 1(1) 2(2) 1(1) 1(1) 5(5) 

安政3年 1856年 1(1) 1(1) 2(2) 

安政4年 1857年 1(1) 1(1) 

安政5年 1858年 1(1) 1(1) 

安政6年 1859年

万延1年 18印年

文久1年 1861年 1(1) 1(1) 

文久2年 1862年 1(1) 1(1) 

文久3年 1863年 2(2) 2(2) 4(4) 

冗治1年 1864年 1(1) 1(1) 2(2) 

慶応1年 1865年 1(1) 1(1) 2(2) 

慶応2年 1866年

合計 1(1) 1(1) 1(1) 3(3) 18(l副 1(1) 1(1) 2(2) 3(3) 2(2) 14(4) 6(6) 2(2) 1(1) 1(1) 3(3) 的(印)
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

福島 吉岡 荒谷 大沢 下E部 松前 清部 上国 車在遊 泊リ 田沢 杭木戸 乙部 蚊柱 泊村 熊石 南部 津軽 庄内 新潟 不明 合計

1 l 3 

1 

1 1 

5 5 1 1 1 l 25 

1 

1 1 1 6(2) 

1 1 2 

l 

l I l 4 

1 1 4 

1 1 

1 2 

2 1 1 1 l 15 

1 1 5 

1 1 1 4 

1 l 1 3 

1 2 4 

l 1 l 1 l 1 1 9 

l 1 

l 1 4 

1 1 4 1 1 2 1 12 

1 2 

1 1 1 4 

1 2(1) 

1 l 

1 1 

l 1 1 5 

1(1) 1 1 2 5(1) 

l 2(1) 10) 5(2) 

1 2(1) 

10) 2 1 1 7(1) 

10) 2(2) 10) 7(5) 

2 116(1) 12 1 U8(2) 2 U9(3) 1 7 1 515(1) l 2 7 2 2110) 11 149(13) 
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表Z 歌棄場所
北
大
文
学
部
紀
要

落部 森 鷲木 川汲 湯川 語亀沢 箱館 志苔 担田内 大野 上山 峠下 中野明 有川 戸切 吉田 宮川 三ツ苔 泉沢 木古内

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 18凹年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政l年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年 1 

天保1年 1830年 I 

天保2年 1831年

天保3年 1832年

天保4年 1833年

天保5年 1834年

天保6年 1835年

天保7年 1836年 5 1 1 1 2 

天保8年 1837年 1 

天保9年 1838年 J(J) 1(1) l 

天保10年 1839年

天保11年 1840年 1 

天保12年 1841年 1 

天保13年 1842年 1 1 

天保14年 1843年

弘化1年 1844年

弘化2年 1845年 1 

弘化3年 1846年 1 l 2 3 2 

弘化4年 1847年 1 1 

嘉永1年 1848年 1 

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年 1 

嘉永4年 1851年 1 l 

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年 2 

安政1年 1854年 1 

安政2年 1855年 1 

安政3年 1856年 I 

安政4年 1857年 J(J) 

安政5年 1858年

安政6年 1859年

万延1年 1860年 2 

文久1年 1861年

文久2年 1862年 l 

文久3年 1863年 1(1) 

克治1年 1864年 2 

慶応1年 1865年 1(1) 1(1) 1(1) 

慶応2年 1866年

合計 2 l 6 1 111(1) 13(2) 11 J(J) 1 2 I 1180) 111(1) 2 412(1) 2 
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

松前 上国 東在位 泊リ 田沢 世木戸 厚沢部 土場 五輪担 乙部 蚊柱 相田内 泊川 熊石 南部 津軽 羽刊 越後 不明 合計

2 2 

l 2 

3 1 3 1 13 

l 2 4 

l l 2 

2 1 5 

2 2 

2 

1 

1 1 1 6(]) 

1 1 3 

1 4 

4 2 1 1 1 1 15(]) 

2 2 

1 l 3 

1(1) 2(1) 

2(1) 

2(]) 5(1) 14(5) 

2 l 5 

3(1) J(]) l 8(3) 

1 14(5) 

1 1 1 1 8 

4 11 ](]) 7(1) 

2 1 5 

1 4(]) 1(1) 1 1 1 10(2) 

l 1 1 1 7(]) 

2 1 1 1 6 

l 4 

1 2 

4(2) 1 1 6(2) 

l 1(1) 3(]) 

l 1 1 1(]) 4(]) 

](]) ](]) 2(2) 

1(1) l l ](]) J(]) 4(3) 

3(1) l 44(7) 3 41 5(]) 3(1) l 2 5 3 2 1118(2) 10(2) 2(1) ](]) ](]) 11 166(25) 
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表Z 磯谷場所
北
大
文
学
部
紀
要

鷲木 臼尻 尻岸内 湯川 小安 石崎 詰亀沢 箱館 有川 富川 当別 三ツ苔 泉沢 宮歌 吉岡 根森 上及部

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 18凹年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政 l年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年

天保 l年 1830年 1 

天保2年 1831年 1 4 

天保3年 1832年 l 

天保4年 1833年

天保5年 1834年 I l 

天保6年 1835年

天保7年 1836年 1 I 

天保8年 1837年 1 

天保9年 1838年 1(1) I 1 

天保10年 1839竿 I 

天保11年 1840年 l 2 

天保12年 1841年 3(1) 1 1 

天保13年 1842年

天保14年 1843年 1 

弘ilo1年 1844年 1 

弘化2年 1845年 2(1) 

弘化3年 1846年 3(1) 2 1(1) 1(1) 

弘化4年 1847年 1 

嘉永1年 1848年 2 1(1) 

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年 1 1 1 1 

嘉永4竿 1851年

嘉永5年 1852年 1 l 

嘉永6年 1853年 1 

安政1年 1854年 1 2([) 

安政2年 1855年 l 

安政3年 1856年 l 1 l 

安政4年 1857年 l 

安政5年 1858年

安政6年 1859年 l 

万延 l年 1860年

文久l'年 1861年

文久2年 1862年

文久3年 1863年

7c治1年 1864年

慶応1年 1865年

慶応2年 1866年

合計 9 I l 21 3(1) 1 2124(2) 11 2(1) 11 3(2) 1 1 2 1 1 
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近
世
後
期
に
お
げ
る
和
人
の
移
住
状
況

岩内場所

上及部 下且部 松前 上国 車部主 相詔内 南部 津軽 仙台 羽州 越後 佐渡 加賀 秋田 能畳 合計

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 1809年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

士政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年

天保1年 1830年

天保2年 1831年

天保3年 1832年

天保4年 1833年

天保5年 1834年

天保6年 1835年

天保7年 1836年

天保8年 1837年

天保9年 1838年

天保10年 1839年

天保11年 1840年

天保12年 1841年 l(j) l(j) 2{2} 

天保13年 1842年 j{j} j{j} 

天保14年 1843年

弘化1年 1844年

弘化2年 1845年

弘化3年 1846年 j{j} j{j} 2{2} 

弘化4年 1847年

嘉永1年 1848年

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年

嘉永4年 1851年 j{j} j{j} 

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年 j{j} j{j} 

安政1年 1854年

安政2年 1855年

安政3年 1856年

安政4年 1857年

安政5年 1858年

安政6年 1859年

万延I年 1860年

文久1年 1861年

文久2年 1862年 l(j) 1(l} 2{2} 

文久3年 1863年 j{j} j{j} 2{2} 

五治l年 1864年 l(j) l(j) 

慶応1年 1865年 j{j} j{j} 2(Z} j{j} j{j} 3{3} 9{9} 

慶応2年 1866年

合計 」 j{j} ロ{2} 2{2} j{j} L!ill 1(l} 2{2} 2(Z} j{j} j{j} l(j) j{j} l(j) j{j} 3{3} 2l(21} 

-28-
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表Z 古宇場所
北
大
文
学
部
紀
要

石崎 箱館 松前 白神 石崎 車在江差 泊リ 厚沢部 掴招内 熊石 長万部 南部 樟軽 羽州 秋田 合計

安永3年 1774年

寛政8年 1796年

文化6年 1809年

文化7年 1810年

文化8年 1811年

文化9年 1812年

文化10年 1813年

文化11年 1814年

文化12年 1815年

文化13年 1816年

文化14年 1817年

文政1年 1818年

文政2年 1819年

文政3年 1820年

文政4年 1821年

文政5年 1822年

文政6年 1823年

文政7年 1824年

文政8年 1825年

文政9年 1826年

文政10年 1827年

文政11年 1828年

文政12年 1829年

天保l年 1830年

天保2年 1831年

天保3年 1832年

天保4年 1833年

天保5年 1834年

天保6年 1835年

天保7年 1836年

天保8年 1837年

天保9年 1838年

天保10年 1839年

天保11年 1840年 !(!) 1(1) 

天保12年 1841年

天保13年 1842年

天保14年 1843年

弘化1年 1844年

弘化2年 1845年 1(1) !(!) 

弘化3年 1846年

弘化4年 1847年

嘉永1年 1848年

嘉永2年 1849年

嘉永3年 1850年

嘉永4年 1851年

嘉永5年 1852年

嘉永6年 1853年

安政1年 1854年

安政2年 1855年

安政3年 1856年 !(!) !(!) 

安政4年 1857年 1(1) 1(1) 

安政5年 1858年 !(!) !(!) 

安政6年 1859年 !(!) 1(1) 1(1) 3(3) 

万延l年 1860年 !(!) 1(1) 

文久 l年 1861年 1(1) 4(4) 5(5) 

文久2年 1862年 !(!) !(!) 2(2) 

文久3年 1863年 !(!) !(!) !(!) !(!) 4(4) 

見治 l年 1864年 !(!) !(!) 1(1) !(!) 3(3) !(!) 8(8) 

慶応1年 1865年 1(1) 1(1) 1(1) 3(3) 

慶応2年 1866年

合計 !(!) !(!) !(!) 2(2) !(!) 2(2) 1(1) 2(2) 1(1) 1(1) 1(1) 2(2) 3(3) 11(11) 1(1) 31(31) 
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近
世
後
期
に
お
け
る
和
人
の
移
住
状
況

ぜ
な
ら
、
合
計
全
体
が
増
加
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
(
表
①
の
安
政
四
年
と
安
政
五
年
の
合
計
を
比
較
す
る
)
。
し
た
が
っ
て
、
箱
館
奉

行
に
よ
る
安
政
四
年
の
永
住
の
許
可
が
二
八
取
り
漁
民
な
ど
の
「
蝦
夷
地
L

へ
の
和
人
の
流
入
の
促
進
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
久
遠
場
所
か
ら
古
宇
場
所
ま
で
の
地
域
で
は
そ
の
影
響
が
直
ち
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
古
宇
場
所
よ
り
北
方
の
地
域
に
お
け

る
出
稼
・
永
住
の
流
入
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
表
①
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
出
稼
・
永
住
の
増
加
と

い
う
点
で
は
、
文
久
二
年
(
六
四
軒
・
三
四
三
人
)
と
元
治
一
年
(
五

O
軒
・
コ
ご
四
人
)
に
顕
著
な
増
加
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

占
C
ヲ
Q

。
地
域
別
で
は
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
和
人
地
西
在
に
近
い
場
所
ほ
ど
、
江
差
と
そ
の
周
辺
の
地
域
か
ら

の
流
入
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
身
地
域
別
で
見
る
と
、
久
遠
場
所
で
は
紅
差
と
熊
石
、
太
櫓
場
所
で
は
江
差
・
熊
石
・
泊
川
、

瀬
棚
場
所
で
は
江
差
・
泊
川
が
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
変
化
す
る
の
が
歌
棄
場
所
で
あ
ろ
う
。
歌
棄
場
所
に
な
る
と
、
江

差
周
辺
の
み
な
ら
ず
松
前
周
辺
や
箱
館
周
辺
(
箱
館
六
ケ
場
所
も
含
め
)
か
ら
の
流
入
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
磯
谷
場
所
で
は
、
松
前

-30 

周
辺
か
ら
の
流
入
が
少
く
な
っ
て
箱
館
周
辺
と
江
差
周
辺
に
二
分
化
す
る
。
岩
内
場
所
周
辺
で
は
、
松
前
と
本
州
地
域
に
分
化
し
て
い
る
。

古
宇
場
所
に
な
る
と
本
州
地
域
か
ら
の
流
入
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
蝦
夷
地
の
内
、
南
部
ほ
ど
江
差
周
辺

と
の
関
係
が
強
く
、
北
部
に
い
け
ば
い
く
ほ
ど
江
差
以
外
の
地
域
と
の
関
係
が
強
く
な
り
、
山
石
内
場
所
や
古
宇
場
所
で
は
本
州
と
の
関
係

が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
般
的
に
は
、
南
部
の
場
所
ほ
ど
出
稼
人
や
永
住
人
の
流
入
時
機
が
早
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
奥
尻
場

所
は
安
永
三
(
一
七
七
四
)
年
、
久
遠
場
所
は
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
、
久
遠
場
所
は
文
政
八
ご
八
二
五
)
年
、
瀬
棚
場
所
は
文
化

(
一
八
二
八
)
年
、
岩
内
場
所
は
天
保
一

二
二
(
一
八
二
ハ
)
年
、
歌
棄
場
所
は
文
政
一
二
ご
八
二
九
)
年
、
磯
谷
場
所
は
文
政
一
一

二
(
一
八
四
一
)
年
、
古
宇
場
所
は
天
保

(
一
八
四

O
)
年
で
あ
る
。



本
稿
で
利
用
す
る
「
蝦
夷
地
L

と
は
、
北
海
道
の
内
、
近
世
に
定
め
ら
れ
て
い
た
和
人
の
居
住
地
で
あ
る
「
和
人
地
L

(

東
は
石
崎
・
西
は
熊
石
)
を
除
い
た

地
域
を
意
味
す
る
。

海
保
嶺
夫
寸
蝦
夷
地
『
異
域
』
体
制
解
体
の
前
提
」
『
地
方
史
研
究
』
三
六
巻
三
号
、
一
九
八
六
年
六
月
。

小
林
真
人
「
蝦
夷
地
に
お
け
る
和
人
の
定
住
過
程
に
つ
い
て
」
『
北
海
道
開
拓
記
念
館
調
査
報
告
』
二
五
号
、

守
人
別
帳
』
に
は
、
各
地
域
の
ア
イ
ヌ
人
別
も
含
ま
れ
て
い
る
が
本
稿
で
は
検
討
対
象
と
し
な
い
。

、王

1 2 3 4 

北
大
文
学
部
紀
要

一
九
八
六
年
三
月
。
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